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秋田県障がい者スポーツ指導者協議会　広報　チャレンジ！

　新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないなか、私たちの生活様式も大きく変えざるを得

ない状況が続いておりますが、会員の皆様には、この一年間、大変厳しい環境のなかで途切れる

ことなく活動を続けられていることと思います。皆様の努力に深く敬服いたします。

　2021年には新型コロナウイルス感染症拡大のために延期となった、「東京2020パラリンピック

大会」が開催されました。ほぼ無観客での開催となる異例の状況ではありましたが、競技の中継

や報道など多くのメイディアを通じ、広くパラリンピックの存在を知らしめる契機となったこと

は、障がい者スポーツに関わる者として大変嬉しく思うとともに、今後、私たちの活動が地域に

おいてより広まっていくことへの期待と希望をもたらしてくれました。

　一方、県内では多くのイベントが中止となり、各団体でも活動を縮小、中止することが余儀な

くされているところですが、当協議会では、県内３ヵ所で「地区別実技研修会」を実施すること

ができました。前半は「障害者の特性と支援方法」に関する講義を行い、後半は、県北は「ペタ

ンク（室内）」、中央は「ペタンク（室内）」、県南は「ボッチャ競技」｢シッテングバレーボール｣

の実技研修という内容で行いました。一会場の参加者は少数ではありましたが、その分和気あい

あいと、これまでにないコミュニケーションが図られ、充実した研修会であったと感じております。

　今後も、新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、会員の交流を図り、資質の向上と会

員相互の理解を深め、障がい者スポーツの普及・振興のため、充実した会活動に努めてまいりま

すので、会員の皆様のご協力とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　会員の皆様も、自身の健康、安全に十分ご配慮いただきながら、充実した活動を行うことがで

きますことをご祈念申し上げます。

あ い さ つ
秋田県障がい者スポーツ指導者協議会

副会長兼研修部長　 佐　藤　茂　仁

県南地区シッテングバレーボール県南地区シッテングバレーボール



－ 2 －

秋田県障がい者スポーツ指導者協議会　広報　チャレンジ！

副会長兼指導部長　進　藤　雄　一（秋田市）

　令和３年11月６日･７日･13日･14日の４日間、延べ21時間の養成講習会が今年も秋田県心

身障害者総合福祉センターで開催されました。

　今年度の参加者は、18歳から69歳までの女性９名男性７名合計16名の方々が受講されまし

た。

　秋田県障がい者スポーツ指導者協議会より、佐藤茂仁副会長が「障がい者スポーツの意義

と理念」、橋本高史副会長が「障がい者スポーツ推進の取り組み」、私が「スポーツのインテ

グリティと指導者に求められる資質」について各90分の講義を担当させて頂きました。

　今年で、指導者協議会で講義を担当するのは、２度目となりましたが、私は人前でお話し

することに不慣れなため受講者の皆様に十分に理解して頂けたのか、心配になります。受講

者の皆様は障がいのある方々を支援したいとの思いを胸に熱心に講義に集中されているご様

子に本当に有り難く感謝申し上げます。

　また晩秋の時期、県内各地より朝早くからお集まり頂き本当にお疲れ様でした。

　平成12年より20年以上にわたり初級障がい者スポーツ指導員養成講習が開催されており、

沢山の方々が初級指導員資格を取得され各地域等でご活躍されておりますが、中にはせっか

く取得された資格を生かしきれずにおられる方もいらっしゃるのではと思います。是非、秋

田県障がい者スポーツ指導者協議会にご加入頂き、私たちと一緒に活動しませんか。

　一人でも多くの障がい者の方々とスポーツを通しての爽快、感動、喜び等を伝えていきた

いと思います。

令和３年度　初級障がい者スポーツ指導員養成講習会

　令和3年度初級障がい者スポーツ指導員養成講習を修了され障がい者スポーツ指

導員として認定を受け、障がい者スポーツ公認指導員として当協議会に入会頂き

ました。

１．福嶋　　諒　２．小西　夏帆　３．袴田　清枝　４．大澤　　修　５．伊藤美代子

６．青柳　正隆　７．林崎　重之　８．石川　久晴　９．安保由起子　１０．藤田　碧星

 １１．冨樫　　元　（順不同）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障がい者スポーツ指導員　平　澤　富美子（秋田市）

　令和３年12月、心待ちにしていた地区別実技研修会が開催されました。コロナ感染症でほと

んどのイベントの中止が続いていましたから、有り難く心弾む思いで参加しました。

　研修会は講義と実技です。講義の内容は主に、「知的障がいのある人について、その特性と支

援方法」でした。知的障がいは外見ではわかりにくいこと、程度も様々で巾がかなりあるため、

必要な援助の量や質が個人により大きく異なること、配慮すべき点、コミュニケーションのポ

イントなどを学びました。

　実技は「ペタンク」です。的になる球を投げ、その的の球に近くなるよう球を投げ合うとい

う点が「ボッチャ」と似ています。使用する球が、ボッチャの物よりも固くやや小さめでかな

り重いと思いました。研修会の参加者が６名ずつ４組に分かれ、トーナメント形式で、実行委

員の方の説明と指導の下、試合が始まりました。とても面白くすぐに打ち解け、作戦を練った

りアドバイスし合ったり、和気あいあいのうちにやり方のコツが身についたようです。「ペタン

ク」はルールが分かりやすく誰でも気軽に楽しめるスポーツだと思いました。

　コロナが早く終わることを願いながら、こうした体験を重ねてより適切な援助ができるよう

にし、パラスポーツの機会にできるだけ積極的に参加していこうと考えています。

　研修会の開催、ありがとうございました。

地区別実技研修会（中央地区）に参加して

中央地区　講義

ペタンク競技
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障がい者スポーツ指導員　工　藤　清　一（北秋田市）

　令和３年12月25日、吹雪舞う悪天候の中、能代市営二ツ井総合体育館において佐藤茂仁先生を

講師に「障がいの特性と支援方法」と題して第一部の講義がありました。特に今回は、知的障が

いについて「原因と理解」「その特徴とコミュニケーションのポイント」そんなことを学びました。

　また、「知的障がい者スポーツの意義」についても触れられて、障がい者がスポーツを行うこと

によって生じる効果についても、心身機能・身体構造の向上・参加の促進など普段私どもが気が

付かない様々なことを教えられました。

　また、第二部の実技研修は、高橋次男先生が講師になって、ニュースポーツの「ペタンク」を

教えていただきました。ペタンクは、ルールがボッチャとよくにているが、特別にコートを作る

必要がなく、どこでも簡単にプレーできるので子供や老人、障がい者、皆が楽しめるスポーツだ

と思います。久しぶりに、何度も負けて悔しい思いをしたり、熱中させられたりしました。いず

れにしても、午前中という短い研修会でしたが、とても楽しく、また充実した素晴らしい研修会

でした。最後に、あの悪天候の中を秋田市から来ていただいた先生方にお礼を言ってペンをおき

ます。本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障がい者スポーツ指導員　伊　藤　歩　佳（横手市）

　令和３年12月12日、横手市で開催された実技研修会に参加しました。コロナの流行にともない、

大会なども中止となってしまったため、なかなか活動できずにいましたが、今回居住地で研修会が

行われるということを知り、自らのスキルアップのため、参加を決めました。

　研修は二部構成となっており、前半は「知的障がいの方の特性と支援方法」について佐藤講師か

ら説明していただきました。支援する上で配慮すべき点やコミュニケーションをとるときのポイン

トなどを学びました。後半はボッチャとシッティングバレーの実技を行いました。ボッチャでは参

加者が二つのグループに分かれてゲームを行いました。「ナイス」「ドンマイ」といった声掛けが聞

こえ、終始和やかな雰囲気で、ゲームが進んでいました。また、キャリパーを使って球間距離を計

測するやり方も教えていただきました。実際にやってみると難しかったですが、大変よい経験にな

りました。最後にシッティングバレーのゲームを行いました。私は今回初めて体験しましたが、臀

部を床につけたまま移動したり、ボールを拾った

りすることが難しかったです。また、ブロックの際、

思わず腰を上げてしまうこともありました。６人

制バレーボールのコートより狭いため選手同士の

距離が近く、全員でフォローし合いながら戦うと

ころがこの競技の魅力だと感じました。

　これからも積極的に研修会等に参加し、専門性

を高めていきたいです。そして、障害をもつ一人

でも多くの人が「運動は楽しい」と思ってもらえ

るよう努力していきたいです。 県南地区ボッチャ競技県南地区ボッチャ競技

地区別実技研修会（県北地区）に参加して

地区別実技研修会（県南地区）に参加して
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副会長兼事務局長　佐　藤　凉　子（秋田市）
　日頃　当協議会の運営に関しまして、ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　令和３年度を振り返ってみますと昨年度同様、新型コロナウイルス感染拡大防止の対応からのス

タートでした。　　　

　年明けから新型コロナウイルス感染拡大に関する情報が毎日のように報道され世界各国で猛威を

振るい県内でも感染者が拡大しました。全国障がい者スポーツ大会は昨年に続き中止となり、本県

でも各障がい者スポーツ競技大会はほとんど中止、障がい者スポーツ指導員の活動は困難な状況と

なりました。

　当協議会の理事会は５月に開催する事が出来、事業計画の開催についてコロナ禍の中どのような

内容で実施出来るか協議しました。総会については感染拡大予防対策として書面議決とし、実技研

修会については、市中感染や感染者増加に関する報道が日々伝えられていましたので、安全の確保

を最優先とし感染状況で判断することになりました

　派遣依頼を受けていた各競技団体からの障がい者スポーツ大会やイベントの中止が事務局に届き

ました。大会に向けて練習を重ねてこられた選手や関係者の皆さまの思いは、いかばかりと思いま

した。秋に入り感染者数が減少しコロナ緊急事態宣言が解除されレベル２となった。第２回実技研

修会は12月、３密を避け、コロナ感染対策を守り、３地区に縮小し「県南・中央・県北」で実施

する事が出来ました。第１回目がコロナ感染予防対策のため中止となっていたので、短期間に３地

区全て実施できたことは本当に良かったと思いました。２週間過ぎても陽性の連絡が無かったこと

で、ようやく安堵したことを想い出します。

　この度の地区別実技研修会に関わりをもち感じたことは障がい者スポーツ指導員の活動もコロナ

の影響を受けている今、感染症の収束が見えない

状況下の中「ウイズコロナ」について認識をあら

たにした研修会でした。

　新年度は当協議会としても、この様な社会環

境、日常生活が変化している今どのように運営し

活動出来るか構築し、また実技研修会や講義等を

通しレベルアップを図り、指導力向上に繋げられ

るよう皆様からの情報提供、ご意見等頂きながら

事務局としての役割を努めて参りたいと考えて

ります。皆様のご支援とご協力をお願い致します。

事 務 局 か ら 令和3年度を振り返って

　２０２１年１０月１日、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会は「日本パラスポーツ協会」

に名称が変更したことを発表しました。

　東京パラリンピックのレガシーを継承し障がい者スポーツの普及振興をはかるために、多くの

人に親しまれている「パラスポーツ」に変更。協会の鳥原光憲会長はパラスポーツの名称は、ボッ

チャ競技などのように障がいの有無に拘わらず誰もが一緒に楽しめるスポーツの普及を促進する

上での相応しさもあり、引き続き「パラスポーツの振興を通じた活力ある共生社会の実現」を目

指したいとコメントされております。

障がい者スポーツ協会　「日本パラスポーツ協会」に名称変更

理　事　会理　事　会
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年会費納入のお願いについて
　当協議会の年会費納入にご協力頂き有難うございます。

　令和４年度年会費は６月30日まで下記の振り込み先まで納入頂きますようお願い致します。

　会費は、会の運営に関わる費用として使用されるものです。当協議会の総会及び

　自主活動、派遣依頼等は年会費を納入頂いた会員とさせて頂いております。

会報誌「チャレンジ」発刊にたり、会員の皆様にご協力頂き有難うございました。

今後も会報を通して様々な話題や情報をお届けしたいと思います。

皆様からの話題や寄稿を事務局までお寄せ頂きますようお待ちしております。

編

集

後

記

秋田中央郵便局　口座番号　０２２１０－７－９４３９０

秋田県障害者スポーツ指導者協議会
納入先

年会費

１,０００円

サ ー ク ル 紹 介

ブラインドテニスサークル すまいるあきた　代表　小　松　由　佳

１．Q　ブラインドテニスとは

　　Ａ　視覚に障害があっても、宙に浮いた音源入りのスポーンジボールをテニスラケットを使っ

てネット越しにラリーする日本生まれのスポーツです。

　　目を閉じた状態で音源入りのボールが行き交う場面を想像してしてみてください。

２．Q　会員数、何曜日、練習会場について

　　Ａ　会員数　視覚障がい者は10名。女子テニス連盟からのボランティア約５名

　　　　練 習 日　毎週日曜日　13時から16時30分

　　　　練習会場　秋田県心身障害者総合福祉センター　体育館

　　　　　　　　　（練習日は体育館の予約状況によりお休みの場合があります。）

３．Q　見学または、支援が必要か

　　Ａ　見学、ボランティアは何時も大歓迎です。

　　私達は自分が打ち返したボールの位置が見えません。

　　教えて頂けると助かります。

　　視覚による確認が難しい為、ボランティアや見学希望の方は、事前に代表、小松までご連絡

頂きたいと思います。

　　ブラインドテニスサークル すまいるあきた　代表　小松　由佳

　　メール：smiley2525ykys@i.softbank.jp


